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令和７年度 第２回社会教育委員会議議事録 

 

【日時】令和７年（2025 年）10 月 31 日（金）15：00～17：00 

【場所】生涯学習センター 第１学習室 

 

【出席委員】 

    議  長  久保内 加菜        副 議 長  櫻井 聡 

委  員  河井 眞二               委  員  小林 純子 

委  員  常田 風花         委  員  林  但 

     委  員  松山 雅彦         委  員  山岸 雅人 

    委  員  吉田 晴美 

 

【欠席委員】 

    委  員  臼井 護          委  員  浦野 千鶴 

委  員  加藤 直保子        委  員  志村 直愛 

    委  員  蛭田 道春         委  員  藤沼 直美 

 

【事務局出席者】 

    教育総務部長   古谷 久乃      生涯学習課長  杉山 賢一 

同課主査     森  雅敬      同課主任    遠藤 雅弘 

同課担当者       岡  本葉 

中央図書館長   柿原 美奈      児童図書館長   上野 誠  
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１ 開会 

 

定刻通りに会議を開始した。 

 

 

２ 報告 

 

第４次子ども読書活動推進計画進行状況について児童図書館長より報告した。 

 

〈質疑応答〉 

  委 員  読み聞かせについて。参加保護者に家で読み聞かせをする際のポイ

ントを伝える機会はあるのか。家庭教育支援としての社会教育と

いう側面からも重要なことだと思う。 

 

  児童図書館長  現在横須賀市が行っている読み聞かせや乳幼児健診後のブックスタ

ートの際には読み聞かせボランティア（現在市内に大きいもので

約４団体ある）に来てもらい実際に読み聞かせを行っている。読

み聞かせ後には保護者からの質問（「どのように読み聞かせを行え

ばよいのか」等）に答えることもある。健診後に声をかけ、家庭

での読み聞かせの参考になることを伝えて参加を促している。 

 

  中央図書館長  乳児健診後のブックスタートの際には絵本とともに読み聞かせのア

ドバイスブックをセットで配っている。 

 

  副 議 長 （資料）11ページの平均読書冊数について。最頻値を教えてほしい。 

 

  中央図書館長  不読書の割合をみると小学生において近年その値が増加傾向にあり、

児童生徒の読書数に格差が生じている可能性が考えられる。本日

は最頻値を持ち合わせていないため、後日お伝えできればと思う。 

 

  副 議 長  基準値をコロナ禍の令和２年度に設定することは適切か。令和２年

度はネットやゲームに時間を割く子どもたちが増加し、読書離れ

の深刻さが指摘された時期であったかと思う。令和２年度がコロ

ナ禍であることには触れておいた方がより良いと思う。 

 

  中央図書館長  その旨を記載することとしたい。 
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３ 議事 家庭教育支援について 

 

事務局より資料の説明 

 

  委員より提言書（資料３-２）の説明 

 

  委員より提言書（資料３-３）の説明 

  （補足）米軍基地でのイベントや吹奏楽を通じた世代間での交流、ジュニアリーダー 

ズや地域で行われている様々なイベントへの参加について。 

 

  副議長より提言書（資料３-４）の説明 

  （補足）感情リテラシーについて。感情リテラシーの低下（込み上げてくる感情を表 

現できない等）と、SNS やスマホの過剰利用や家庭内での会話の減少といっ

た家庭教育の低下には関連性があると考えられている。感情リテラシーを育

むためには家庭内での会話や読書が効果的であるといわれている。家庭教育

の現状を踏まえた上で社会教育委員会議として提言ができればと思う。 

 

  委員より提言書（資料３-６）の説明 

 

  委員より提言書（資料３-７）の説明 

 

  委員より提言書（資料３-８）の説明 

 

  事務局より審議メモ２について説明 

 

  副 議 長  どの提言書もそれぞれの立場での思いが込められており広がりもあ

り、非常に良いと思う。しかし、あと２回の会議で提言書をまと

めなくてはならないことを考慮すると、すでに章立てなどの構成

ができている山岸委員の提言書をベースにして審議を進めていく

のがよいのではないか。 

 

  議 長  異議がないようであったら山岸委員の提言書の章立てに基づいて審

議を進めたい。学習機会や情報の提供を行うといった社会教育に

基づく支援であるということは崩さずに審議していきたい。福祉

的な支援とは異なったアプローチとして審議していく必要がある。 
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  事 務 局  あくまで家庭教育支援であることは意識していただきたい。 

 

  議 長  提言書の方向性の軸となる部分にあたる「はじめに」についてご意

見はあるか。 

          “ウェルビーイング”、“ワークキャリア”、“ライフキャリア”といっ 

たキーワード、本提言書の概念となるような言葉をどのように置い 

ていくのかは熟慮するべきことだと思う。章の中で“キャリア”と

いう言葉が目立っているように思うが、「親子がともに成長する」

ということを示すためにこの言葉を使用しているのか。 

 

委 員   キャリアとは仕事に限らず、誰しもが生まれたときから構築してい 

くものだというのが近年の“キャリア”の捉え方である。家庭・学

校・社会といった異なる場面も“キャリア”という言葉を用いて捉

えることはできないか。学校教育においてキャリアというと職業指

導や進路指導などが挙げられると思うが、家庭においても子どもが

その子らしくより良い人生を歩むために（=“ウェルビーイング”）

親子で向き合うことが家庭教育につながるという気持ちがある。ワ

ークとライフは家庭を考える上で外せない言葉だと思う。キャリア

は日本語に訳すことが難しい言葉である。文字数を割けるのであれ

ば、キャリアの捉え方について解説を加えていく必要があると思う。 

 

事 務 局  会議後、メール等で構わないのでご意見いただきたい。 

         補足として、横須賀市は米軍基地のほかに自衛隊関係の方が多く、

転勤等による人の流動も特徴として挙げられる。先ほどの図書館 

からの報告にもあったブックスタートなどの読み聞かせは社会教

育から家庭教育へ支援を行っている実例の一つである。横須賀市

は生涯学習センター、博物館、美術館、図書館、コミュニティセ

ンター（コミセン）といった社会教育施設を有しており、それぞ

れの専門性を活かした親子向けの事業など学びの機会を提供して

いる。これら施設で行われている事業は横須賀市独自の取り組み

であるため、第２章に加えるもしくは別の章立てとして記しても

よいと思われる。 

 

議 長  生涯学習センター、博物館、美術館、図書館、コミセンについては 

横須賀ならではの取り組みとしてきちんと記述するべきだと思う。

第３、４章においてはこれまでも多くの実例を挙げてもらってき
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たが、ほかにもご意見いただきたい。 

 

委 員  家庭教育支援の対象者の年齢によって、支援内容を変えていくのが 

よいと思う。 

 

議 長  支援を受ける年代別に事例なども分けて効果的にまとめることがで 

きればと思う。 

 

委 員  地域によって取り組みに差が大きい。西地区の方では 30-40 代の住 

民が積極的に地域の取り組みに参加している。学校と地域のつな

がりが薄れているように感じる。 

 

委 員  市民大学講座で市民協働ボランティアを行っている。シニア世代の 

子育て支援をテーマに議論することがある。子育て世代が求めて

いることを把握せずには適切な支援につながらないという意見が

出た。子育て世代が求めているものは家庭教育の課題につながる

ため、何を求めているのか客観的なデータで示す必要があると考

えている。家庭教育の課題を明らかにした上で、それについて社

会教育が支援できることを挙げていくことにより提言書の構成が

さらに分かりやすくなると思う。 

 

委 員  提言書はどのような場で公表されるのか。どこにむけてのアピール 

になるのか。最終的にどれくらいのボリュームにするべきなのか。 

 

議 長  社会教育委員会議で認められればボリュームは多くても少なくても 

よいと思う。提言書の内容をどこに向けてアピールするのかは大

切なポイントである。 

 

事 務 局   研究調査の結果である提言書をもって教育委員会に助言する。 

その後横須賀市のＨＰに掲載して、一般の方も見られるようにす

る。他自治体の生涯学習や社会教育担当の職員が参考に閲覧する

ことも多いと思う。地区研究会で内容について発表することもあ

ると考えている。 

 

副 議 長  「家庭教育=子育て」とばかり捉えるのは偏りがあると感じる。 

ライフステージに添った支援というのは踏まえるべきポイントであ
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る。家庭教育、社会教育、学校教育をつないだ提言書内の図におけ

る“ウェルビーイング”の意識共有、定義づけを行う必要がある。 

 

委 員  家庭教育、社会教育、学校教育が三位一体となりつながり合ってい 

かないと家庭教育支援が成り立たないことをこの図はよく示して

いる。誰もが家庭教育の享受者であり提供者である。どのような

支援を求めているのかはライフステージによって異なる。求めて

いることや困っていることは時代によって変わるということも提

言書のどこかに盛り込めたらよいと思う。 

 

議 長  会議の中で挙げられた里親や引きこもり、不登校等の問題について 

も盛り込めたらよいと感じている。 

 

委 員  基地は様々影響のあるものではあるが、より良く活用してプラスの 

ものとして盛り込んでいけたらと思う。 

 

議 長  支援教育についても横須賀市は独自のものがある。これまであまり 

意識していなかったような方々も巻き込めるような提言書になれ

ばと思う。 

 

事 務 局  家庭教育支援とは想定せずに実は関連する事業やイベントを行って 

いる方々にも家庭教育に関することであると気付いてほしい。す

べての家庭に学習機会を届けることを既存の仕組みと組み合わせ

るなどして考えていければと思う。 

 

議 長  SNS の活用や既に運用されている「すかりぶ」の利用など、情報を 

どのように提供するのかについては別立てで論じて具体的な提案を

加えてもよいと感じる。 

 

  副 議 長  事例を皆様にお送りいただければと思う。 

 

議 長  事例やご意見などを事務局にお送りいただき、事務局にはとりまと 

めをお願いしたい。 
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４ その他 

 

事務局から事務連絡（第 56 回関東甲信越静社会教育研究大会神奈川大会、家庭教育支援

を取り上げる第３分科会について）を行った 

最後に議長が宣言し、会議が終了した。 

 

（閉会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


